
計画9-3

.荘長頬の肝臓の比較解剖学的研究

シルバール トンの肝葉区分

中久喜正一 (文京農工大)･江原昭着

く椙山女学園大)

前年度､他の丑長煤の肝臓とともに､1例のシ

ルパール トン (Presbytiscristatus)の肝巌を

羽べたところ､ 他の霊長類の肝臓とは 著しく概

椴を邦にしていた｡ そのため今年度は さらに例

政を増やして､種に特異なものかどうか検索を試

みた｡使用した材料は京都大学重長頬研究所所蔵

のホルマリン固定の肝巌3例と､前年度作成した

発泡スチロール溶液注入鋳型楳本1例である｡こ

れらの肝薬の分岐をあらかじめ良く紋蕪した後､

中久喜 ･江原のアクリル樹脂溶液注入法により､

門朕､肝静脈および胆管系の鋳型樺本を作り､す

でに明らかにしてきた20種環の壬長規の肝巌の

門脆､肝抄脈および腿管系の分布状態と比故検討

した｡ シルバール トンの肝臓の外枕は他の重長

糊の肝臓と異なるが､門脈､肝静朕および胆管系

の分布をみると､基本的には他の重長頬の肝巌と

同じく､外僻左葉､内側左葉､方形葉､内価右葉､

外側右葉､乳威菓および尾状葉の7某からなる｡

これらのうち､外価左葉と内価左葉､方形葉と内

側右薬はそれぞれ療合して1某になり､両者は済

P脈切痕によって隔てられる｡内借右葉と外側右

薬は臓価田の背側部を残して深い菓間切痕で隔て

られる｡またシルバールトンの後大静脈は､他の

正長規のものと異なり､門脈の肝臓への進入部の

右価から､進入して右上部に抜けるため､外側右葉

の形態は他の丞長頬のものと異なり､尾状葉も外

価右葉の内側に位置すべく変形されている｡これ

らの事実から､シルバール トンの肝某の外税の特

兵性と､外部からの同定が困難であることが判明

した｡
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計画9-4

類人猿の烏口腕筋の神経分布

川井 克司,小泉 政啓,児玉 公道 (熊本大･医･

第-解剖)

ヒトの烏口腕筋は通常筋皮神経に其かれるが､約5

%で其かれない場合がある｡また烏口腕筋の支配神経

は筋皮神経が其く場合､旗側の筋束には筋皮神経から

分岐するC5･6成分の神経 (浅妓)が分布し､背側の筋

束にはC7の腹側の神経束から分岐し､神経束の背側を

走行する神経 (渓枚)が分布する｡一方筋皮神経が其

かない例では浅枝が無いことが多く､このことから浅

枝に支配された腹側の筋束が欠落することにより､筋

皮神経は烏口腕筋を貢かなくなったと考えられている

(小泉:.1989)｡以上の見解を比較解剖学的に検討す

る目的で､今回は類人猿の烏口腕筋と支配神経の分布

様式を検索した｡

Chimpanzee4側 (4体)'.Gorilla2側 (1体)､

Gibbon4側 (4体)を使用し､腕神経叢と筋を一体と

して取りだし､水注下で実体顕微鏡を用い神経線鹿の

神経上院を除去して解析した｡更に神経の肪内分布も

調べた｡

3枚の類人猿の腕神経叢はいずれもC4あるいはC5か

らThlまでの板より構成され､上 (C4･5･6)､中

(C7)､下 (C8･Thl)の神経幹と内側･外側･後の

神経束が確認できた..烏口腕広はすべて単一筋で､筋

皮神経により貢かれる種 (chimp.)と其かれない種

(Gorilla.Gibbon)があった｡

烏口腕筋枝は1)筋皮神経から分岐する枝(遠位枝)､2)

外側神経束から分岐する枚(近位枝)の2系が存在し､更

に起始･走行により①C7の腹側束から出て外側神経束

の背側を通る枚儒枝)､② C(4)･5･6の外側神経束から

分岐する枝(中間枝)､③ C7の腹側神経束で胸筋神経基

部あるいは腹側から分岐する枝(浅枝)の3種に区分され

た｡近位枝の各枝は互いに交通する場合が多く､近位

枝と遠位枝の間ではほとんど交通は見られなかった｡

類人猿の烏口腕筋枝は背腹の屈序よりも､近位･遠位の

分枝序列の方がより明瞭であることが判明した｡ヒト

では両者が比較的明確である｡


